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1.  目的
本研究の第1の目的は、  北奥方言の太平洋側内陸部に位置する岩手県盛岡市(')方言に
ついて、  動詞の使役形、  受身形、  否定形のバリエーションを共時的に明らかにし、  第2  
の目的は、  それらの中で特に動詞活用変遷史上特徴的であるV語幹動詞 「射る」、  強変




iformantは、  斎藤 (1987,200lb,2002b,2003a,b,2004) と同様に調査地生え抜きの岩持文江氏
(1907年生)である。調査は、1985年3~4月、   8~9月に、音韻・動詞・形容詞等の記
述的研究の目的で、  筆者が盛岡市内のご自宅に訪間して実施したが、  本稿で用いる資料
はその一部である。
調査方法は、   「当該地域出身の親しい友人  (同性) とくつろいで話す場面」  を設定し
た上で、  共通語の例文を示して対応する方言パターンを発話して頂き、  さらにそれによ





れるもの(III類:C語幹V語幹混合動詞「射る」)、   3種の語幹が交替するもの(「V類: 
強変化動詞「来る」) に分けることができ、  I類、  II類の動詞は、  その末尾音素によって、
さらに細分類される, 盛岡市方言の動詞の分類を示すと次のようになる。  
I類: C語幹動詞
<Ia>gl /kigu/(聞く)
<2b>g2   /'egu/  (行く)
<3>  o    水00~(漕く')
<4>  z    /tazu/(立つ)
<5>  s    /su/(する)    在orosu/(殺す) 
<6>  r   /toru/(取る)
<7>  n    /sunu/(死ぬ)
<8>  m  /'Jomu/(読む)
<9>  ~bite~bu/(飛ぶ)
<10>  w  /'0mou/(思う)(3)
<11>  k   水u・u/(食う) 
1> i    /nir~(似る)
       _        _        <2>  u    /'ozuru/(落ちる)
II類:V語幹動詞
<3>  e    /naoareru/(流れる)l4)
<4>  ε   /kaNOεEru/(考える)
I[I類:C語幹・V語幹混合動詞     r~e   /'eru/(射る)






り/ε /が生じたため(5)、  共通語より2種類多い4種類となっている, 
3.活用
3・1    使役形
使役形は、  使役の助動詞/ser,u/1/raseru/が接続する場合の活用形である,,

































ku'wa  seru          ~  ka  seru
[kuIwas?rill]    ~  [kas1jilIil]
(食べさせる<食セル>)
(3)  V語幹動詞





[s  limas重rli[] 
(死なせる) 
kaNoε traseru  
[m  l r as更rm] [odzuIfIr as更rill] [I ras長rill] [nos重r as長rm] [kaooi r as更r]工1]
(見させる)      (落ちさせる)      (居させる)   (載せさせる)     (考えさせる)
(4)  V語幹・C語幹併用動言Veru/(射る)
eraseru             ~            'esaseru
[I ras更rill]                     [Isas重rm]
(射させる)
(5)  強変化動詞/kuru/(来る)
kuraseru      ~    kiraseru      ~          koraseru
[kIfIras更full     [ke1'「as重「]工[]         [k0  「as更「Ill]
(来させる)
3・2    受身形
受身形は、  使役の助動詞/rer,u/l/rareru/が接続する場合の活用形である,,
(6)   C語幹動詞一般
Mgferu                 'egareru                 kooareru                tadareru
[ke,g a  r重rm]      [lg a  r更ru1]         [koo  a  r量rm]        [tada  r量rm]





0'oma  r更rm] 
(読まれる) 
korosareru
[ko  rosa  r更rill] 
(殺される)
tobareru
[tomba  r重rill] 
(飛ばれる) 
torareru
[to  ra  r更rm] 
(取られる)
omo'w拡en
[omowa  r更rlfI] 
(思われる) 
sunareru
[sl工ma  f更r]工r] 
(死なれる) 
(7)   C語幹動詞/kuu/(食べる<食う>)
ku'wareru              ~        kareru
[kuIwa  r更rill]     ~         [ka  r量r]工[]
(食べられる<食レル>)
(8)  V語幹動詞
mirareru         'ozuraseru           'erareru        noserareru         kaNoε1irareru
[rm  ra  r重r]工[][odz1iIra  r更rm][I ra  r重rill][nos更ra  r更ruI][kaooεra  r更rlfI]
(見られる)      (落ちられる)     (居られる)   (載せられ)        (考えられる)
(9)  V語幹・C語幹併用動詞/'eru/(射る)
erareru
[I ra  r量rill]
(射られる)
(10   強変化動詞/kuru/(来る)
kurareru      ~     kirareru      ~          korareru
[kmra  r更rill]     [k  ,'ra  r更rill]         [ko  ra  r更ruI]
(来られる)
3・3    否定形
否定形は、  否定の助動詞/nεe/が接続する場合の活用形である,,
(11)   C語幹動詞一般
kigang1E            'eganeε            kooan:ee           udanεε
[k01gane']       [Iganε ']         [kooane']         [tadanε ']
(聞かない)      (行かない)      (漕がない)      (立たない)
sangε              korosanεg        torangε             sunanεε
[sanε ']            [korosanε ']     [to  ranε ']         [smnanε ']
(しない)          (殺さない)      (取らない)      (死なない) 
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1jomanε e          tobanεε            'omo'wanεε
[jomane']        [tombane']        [omowane']
(読まない)      (飛ばない)      (思わない) 
(121   C語幹動詞/kuu/ (食べる<食う>)
kuwanε e          ~     kanεε
[kIfIwanε ']      ~     [kano']
(食べないく食ワナイ>)
a9)  V語幹動詞
minεε             'enεε            nosenεε          kaNoεonεε
[mine']            [Inc']           [nas更nε ']     [ka0ε 'nε ']
(見ない)         (居ない)      (載せる)        (考えない) 
minliε            'ozunεε         'enεε               nosenεε
[mine']          [odzlime']     [Inε ']            [nos重nε '] 










kaNoεε nee  
[kaoε 'nε '] 
(考えない) 
使役形は、  /sefu/ /raseru/受身形は/reru/ /rareru/否定形は/nεε /が接続する形式であった
が、   ここでは、  共通語と異なる使役形接続形式/raseru/について、  その性質を検討する。  
4・1    使役形接続形式/seru/,/raseru/
まず、中央語における、   C語幹動詞「取る」  と、V語幹動詞「見る」における使役形
について、  形態論的に  「語幹一活用語尾一助動詞」  の形式で示すとa6)a7)のようになる,,
a61    C語幹動言Wtoraseru/=tor-a-seru
(l71)  V語幹動言Wmisaseru/=mi-(1)-saseru








式であるということができるのである。  使役形接続形式/raseru/をめぐる、  V語幹動詞の
C語幹動詞化のメカニズム(「語幹一活用語尾一助動詞」  の構造類推) を、  V語幹動詞
/miru/(見る) とC語幹動詞/toru/との類推比例式で示すとl20のようになる。
(20   /toraseru/:tor-a-seru=/miraseru/:x
x=mir-a-seru                                            ,,
4-2    受身形接続形式/reru/,/rareru/
受身形接続形式/reru/./rareru/は、  中央語・盛岡市方言共に同様であり、   C語幹動詞
「取る」と、V語幹動詞における受身形「見る」について、形態論的に「語幹一活用語
尾一助動詞」  の形式で示すとl21)(22)のようになる,,
l21)  C語幹動詞/torareru/=tor-a-reru                                                 
切  V語幹動詞/mirareru/=mi一φ一rareru
V語幹動詞に接続する/rareru/は、  先に述べた使役形接続形式1raseru/と同様に、  V語幹
動詞をC語幹動詞(語幹末尾が/r/である/toru/と同種の動詞) として類推することを可能
とする形式であるといえるのである, 使役形接続形式/rareru/をめぐる、  V語幹動詞のC  




4・3    否定形接続形式/nεe/
否定形接続形式/nεε /の用法は、  中央語の/na'i/と同様であり、  C語幹動詞と、  V語幹動
詞における否定形について、  形態論的に  「語幹一活用語尾一助動詞」  の形式で示すと的  
(2111のようになる,,
的  C語幹動詞/toranεε /=ter-a-nεe
p・
?   V語幹動詞/mince/=mi一φ一nεg                                                 
V語幹動詞に接続する/nε /は、  先に述べた使役形接続形式/raseru/や受身形接続形式
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/rareru/とは異なり、  それ自体で、  V語幹動詞をC語幹動詞 (語幹末尾が/r/である/toru/と
同種の動詞) として類推することを可能とする形式ではない, 
5.  /'eru/  (射る)    の使役形・受身形一否定形の特徴
5-1    使役形
1eru/の使役形のバリエーションは、   /'esaseru/、  /'eraseru/の2種類である。
本稿におけるinformantにおいては、  使用頻度は両者とも同程度であり、  用法・二ユア
ンス等の違いはとくにみられないとのことであった。
両者は、  中央語と同形である/saseru/をともなう形式のほうが、  その成立において、  よ
り古いバリエーションであると推定できる。  即ち(2eのような変化が推定できるのである。
120   fesaseru/>/'eraseru/
なお、  先に(2Dでみたように、盛岡市方言のV語幹動詞に接続する/raseru/は、  V語幹動
詞がC語幹動詞 (語幹末尾が/r/である/toru/と同種の動詞) 化する兆しを示す形式であっ
た。  それに対し(l7)のように共通語と同形の/saseru/は、その兆しはまったく示しえない形
式である。  従って、  /'esaseru/はV語幹動詞的バリエーション、  /'eraseru/はC語幹動詞的
バリエーションであるとみとめることができる,,
以上より、/'eru/は、  使役形において、  本来のV語幹動詞的バリエーションと新しく成
立したC語幹動詞的バリエーションが、  同等の価値で並存している段階にあるといえる
のである,
5・2    受身形
/'eru/の受身形のバリエーションは、  /'erareru/1種類である。
V語幹動詞に接続する/rareru/は、  先に述べたように、  V語幹動詞をC語幹動詞 (語幹
末尾が/r/である/toru/と同種の動詞) として類推することを可能とする形式であった, 
従って、  /'erareru/は、  受身形のみからでは判断が困難であるが、  ヴォイスのカテゴリー
という点で同様の使役形の状況から、   C語幹動詞的バリエーションとみとめられようか, 
5・3    否定形
/'er,u/の否定形のバリエーションは、  /'orangε /1種類である。
/'eranεε /は、  明らかにC語幹動詞的変種である。
即ち、  /'eru/は、  否定形において、  完全にC語幹動詞化しているといえるのである,,
5・4    /'eru/使役形・受身形・否定形バリエーションの変化の方向性による性質
以上の考察を踏まえ、  /'eru/の使役形・受身形・否定形バリエーションの性質をまとめ
ると的的のとおりである, 
なお、   「助動詞の性質」  については、  受身形バリエーションの場合、  中央語と同様で
あるため、  それのみでは変化の方向性による性質が判断しがたいが、  的のような、  同じ
くヴォイスのカテゴリーに属する使役形と同様の構造変化が生じたものととらえ、   「?」
付の形で示すこととした, また、  否定形バリエーションの場合は、  助動詞自体に変化の
方向性はまったく見出せないことから、   「一」  で示した,,
m  使役形バリエーションの性質
語幹の性質     助動詞の性質  使役形バリエーションの性質
esaseru{'e一φ一saseru} V語幹動詞的  V語幹動詞的   V語幹動詞的変種
Ceraseru{'e-(11)-raserulV語幹動詞的  V語幹動詞的   V語幹動詞的変種)
eraseru{'er-a-seru}      C語幹動詞的  C語幹動詞的   C語幹動詞的変種
㈱  受身形バリエーションの性質
語幹の性質     助動詞の性質   使役形バリエーションの性質
erareru{fer-a-reru}      C語幹動詞的  C語幹動詞的?   C語幹動詞的変種
的  否定形バリエーションの性質
語幹の性質     助動詞の性質   使役形バリエーションの性質
erane                           C語幹動詞的            -          C語幹動詞的変種
6.  /kuru/  (来る) の使役形一受身形一否定形の特徴
6-1    使役形一受身形
底一の使役形のバリエーションは、/kuraseru/ /kiraseru/ /koraseru/の3種類である, 
また、受身形のバリエーションも、/kurareru//kirarer,u/l/korareru/の3種類である,すな
わち、/kuru/は、使役形・受身形ともに、   3種類の語幹バリエーション/kl/、/ku/、/ko/が
併存するわけである,,
6-1-1    使役形/koraseru/,受身形/korareru/について
底onseru//korararu/は、中央語と同様である否定形本来の語幹/ko/を保持している点で、
その成立において、   3種類の中で最も古いバリエーションであると推定できる, なお、
使役形バリエーション/koraseru/の成立には、的のような変化が推定される, 受身形バリ
エーションについては、  少なくとも音韻上の変化はみとめられない。
e0   */kosaseru/>/koraseru/
6・1-2    /kiraseru/,/kirareru/について
水inseru//kirareru/は、  中央語と異なる使役形語幹/kl/を持っている点で、  その成立に
おいて、前述の/koraseru/,/kirareru/より、変化の進んだバリエーションであると推定でき
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次に、   この変化のレベルについて検討する,,
齋藤 (2001) によれば、  盛岡市方言では、  /o/>/i/の音韻対応は一般的にみられない, 






ができるのである,                                                     
次に、  活用による動詞の種類の視点で考察する,,
V語幹動詞の種類は、  末尾母音が/i/Je/及び拍統合/zi/>/zu1により生じた/1u/,連母音融合
(/a'e/>/εε /) により生じたIe/の4種類であった。  /kuru/の場合は、  拍統合も、  連母音融合





以上の/kuru/使役形・受身形語幹の  「連用形語幹/kl/化=V語幹動詞化」  のメカ=ズム
を、統合志向方向先のV語幹動詞/miru/を対照例として、   「連用形:使役形」及び「連用
形:受身形」の語幹統一の類推比例式で示すと、的的のようになる。
63   使役形におけるV語幹動詞化の類推比例式
/mitεε /:/miraseru/=/kitEe/:x
x=/kiraseru/
ole   受身形におけるV語幹動詞化の類推比例式
/mitεε /1/mirareru./=/kiteε/:x
x=/kirareru/
6-1・3    /kuraseru/,/kurareru/について
水unseru//kurareru/は、  中央語と異なる形語幹/ku/を持っている点で、  その成立におい
10  
て、  前述の/korasen1//korareru/より、  変化の進んだバリエーションであると推定できる。





い。  従って、  動詞の種類としての統合傾向は、   C語幹動詞化の方向性にあると推定でき
る,





ee   /toru/:/torareru/==/kuru/:x
x  =/kurareru/
さらに/kuraseru/;1'kurareru/について、   C語幹動詞化に際して想定される語幹・活用語
尾・助動詞の分析比例式を、  同様に/toru/との関連で  「語幹一活用語尾一助動詞」  の形式
で示すとe71e8のようになる。
切  /toraseru/:tor-a-seru=/kuraseru/:kur-a-seru
69   /toralleru/ :tor-a-reru=/kurareru/:kur-a-reru
6-2    否定形
底uru/の否定形バリエーションは、  /kenεg/1種類である,,
底onεε /は、  中央語と同様に強変化動詞的変種である,,
6・3    /kuru/使役形一受身形・使役形バリエーションの変化の方向性による性質
以上の考察を踏まえ、  使役形・受身形・否定形のバリエーションの性質をまとめると
的的al)のとおりである。
なお、  受身形バリエーションの  「助動詞の性質」  については、  中央語と同様であるた
め、  それのみでは変化の方向性による性質が判断しがたいが、  e9のような、  同じくヴォ
イスのカテゴリーに属する使役形と同様の構造変化が生じたものととらえ、   ?付の形で
示すこととした。  また、  否定形バリエーションの場合は、  助動詞自体に変化の方向性は
まったく見出せないことから、   「一」  で示した, 
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的  使役形バリエーションの性質
語幹の性質     助動詞の性質
koraseru          強変化動詞的  C語幹化
kiraseru          V語幹動詞的  C語幹化
kuraseru          C語幹動詞的  C語幹化
的  受身形バリエーションの性質
語幹の性質     助動詞の性質
korareru          強変化動詞的  C語幹化?
kiraseru           V語幹動詞的  C語幹化?
kuraseru          C語幹動詞的  C語幹化?
aD   否定形バリエーションの性質
語幹の性質     助動詞の性質













(1)  使役形接続形却nseru/(させる>ラセル) は、  V語幹動詞をC語幹動詞として類推
するこをと可能にする形式である, 受身形接続形式/rareru/ (られる) も同様の性質を
持つ形式と考えられる。
(2)  否定形接続形式ンnεe/ (ない) は、  それ自体でV語幹動詞をC語幹動詞として類推す
ることを可能とする形式ではない,,
(3)  /'eru/(射る)は、使役形において、V語幹動詞的変種とC語幹動詞的変種が併用さ
れ、受身形・否定形においては、   C語幹動詞的変種のみが使用される,,
l4)  底町~(来る)は、使役形・受身形においては、  C語幹傾向強変化動詞的変種、V
語幹動詞・  C語幹化助動詞混合的変種、   C語幹動詞的変種が併用されるが、  否定形に
おいては、  強変化動詞的変種のみが使用される,,
特にl4)/kuru/の使役形・受身形において、  同一個人内で、   C語幹動詞とV語幹動詞と
いう変化の方向性が異なる変種が併用されていることは、  注目に値しよう。  これは、  即
ち、  少数派である強変化動詞が、  多数派であるC語幹動詞又はV語幹動詞に統合しよう





(1)   盛岡市は、藩政時代から現在に至るまで岩手地域の政治・文化の中心である,,
(2)   子音の音素認定については、斎藤(1987,1990,1991a,b,1992a)を参照されたい,なお、他方言に
おいて同様の音素認定を行ったものとして井上  (1968,1980,1984)、  上野 (1973)  等がある,,
(3)   盛岡市方言の本研究におけるinformantには、  既に齋藤 (2003a)  で述べたように他の岩手方言に
しばしばみとめられる  「語中/'w/の脱落」  (斎藤1997)  はみられない傾向にある,,
l4)   盛岡市方言の本研究におけるinformantには、  他の岩手方言にしばしばみとめられる  「/r/行拍連続
回避」   (斎藤2002c)は、みられない傾向にある,,
(5)   盛岡市方言及びその周辺地域方言におけるこれらの現象について述べたものとして上野  (1973).
上野他(1989)、加藤(1969)、小松代(1976)、斎藤(1991a,2001b,2002b,2003a,b,2004)、柴田
(1962)、平山編(1982)、平山他編(1992)、森下(1982,1983)、本堂(1979,1982)等がある,,
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同     2002c、   「東北一越後方言における/r/をめぐる音変化」「フェリス女学院大学文学部紀要』
37
同     2002d、   「目本方言の音韻」北原保雄監修、江端義夫福『朝意日本語講座第10巻  方言」
朝倉書店
同     2003a、   「岩手県盛岡市方言における動詞の所調終止・連体・準体・禁止・推量志向形と音
韻・音声規則」『国學院大学紀要』41
同     2003b、  「岩手県盛岡市方言の動詞否定・使役一受身形における母音無声化規則・語中子音
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本堂寛    1979「岩手方言」平山輝男福『全国方言基礎語集の研究序説」明治書院
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